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専用
線網

～1980年代 1990～現在 現在～未来

電話網 電話網

IP網

ISP/ASP

ﾏｲﾗｲﾝ
電話直収
事業者

携帯電話網PHS

ｱﾅﾛｸﾞ→2G→3G

無線LAN

各種ﾈｯﾄﾜｰｸ並存
相互補完

IP化
FMC

IP化

IP網

ADSL/FTTH/CATV/
携帯ｱｸｾｽ/無線LAN

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｺﾝﾃﾝﾂ事業者

IP化できない一部
サービスは残存

ﾗｲﾌﾗｲﾝ
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｻｰﾋﾞｽ

の役割を担う

・IPと電話のいいとこ取り
・ｻｰﾋﾞｽ多様化への対応
・ｱﾌﾟﾘ/ｺﾝﾃﾝﾂへのｵｰﾌﾟ

ﾝ性

専用
線網

ADSL/FTTH/CATV

ｲﾝﾀﾈｯﾄ網

次世代ネットワーク

高度化
高度化

新世代ﾈｯﾄﾜｰｸ

・新たなサービスの登場と
適用領域の更なる拡大
・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ基盤としての
NWの高度化進展

ネットワークの高度化進展
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将来のネットワークの役割と期待

個人 企業/公共体

社会基盤

ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

CtoC

娯楽

情報取得

教育

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

防犯 BtoC
費用削減

業務
効率化

BtoB

広告・広報

新ﾋﾞｼﾞﾈｽ
基盤

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

◆個人・企業それぞれのネットワークの役割と期待

･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化
・快適/利便性の向上
・暮らしの安心/安全

・企業競争力向上
・ビジネス拡大
・公共ｻｰﾋﾞｽ向上ﾈｯﾄﾜｰｸ高度化を支える技術

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｲﾝﾌﾗ

SNS WEB2.0 ｾﾝｻﾈｯﾄ ｸﾞﾘｯﾄﾞ ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ

e-Mail VoIP IP-TV ｺﾝﾃﾝﾂ配信

FTTH Beyond3G MPLS
GMPLS

IP高度化
（QoS等)

光ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ
光ｽｲｯﾁ

個人の期待 企業/公共体の期待

P2P

・収益増
・柔軟性/拡張性の確保
・OPEX/CAPEX適正化

通信事業者の期待

検索ｴﾝｼﾞﾝ

WiFi
WiMAX
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将来に向けたネットワークの要件

新世代ネットワーク新世代ネットワーク

個人 企業/公共体 事業者

ユーザから見たﾈｯﾄﾜｰｸへの期待 事業者から見たﾈｯﾄﾜｰｸへの期待

・収益増
・柔軟性/拡張性の確保
・OPEX/CAPEX適正化

ﾈｯﾄﾜｰｸ進化の
４つの方向性

高機能・高性能化 高利活用化高信頼化

通信の安全・安心と
品質・ｾｷｭﾘﾃｨｰが確
保されるNW

様々な形態の通信や
多様な形式のデータ転
送が可能なNW

簡単に使えて要求の
変化にも柔軟に応じ
てくれるNW

･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化
・快適/利便性の向上
・暮らしの安心/安全

・企業競争力向上
・ビジネス拡大
・公共サービス向上

ｻｰﾋﾞｽ/ｱﾌﾟﾘ拡大
多種多様なｻｰﾋﾞｽを
提供し、新サービスも
柔軟/短期に提供さ
れるNW
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ネットワークの高度化イメージ（1/2）

高機能
高性能化

基本
機能

高度な機能

高信頼化

ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ

基本転送

接続形態
多様化

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
（音声）

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
（音楽/映像）

050電話
OAB-J電話

VoD
ﾌｧｲﾙ配信
音楽配信

P2P
ﾌｧｲﾙ共有電子ﾒｰﾙ

Web1.0

BestEffort
迂回、冗長化

障害切替
回線迂回

The Internetで実現可
能な領域

キャリアグレードの基盤に
基づくサービス領域

The Internet技術からの
高度化領域

高度化レベル

固定移動
連携

Web
高度化

通信放送
融合

OnePhone
OneNumber

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放
送配信
HD配信

IP電話
高度化

黒電話
巻取り

緊急通信
優先通信

ﾓﾉの通信
超多数端末

RFIDNW
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
Grid

情報家電
NW

Web2.0
ｺﾐｭﾆﾃｨ

ｳｪｱ

輻輳制御、自動復旧

優先ﾄﾗ
ﾌｨｯｸ制御

超分散
制御

NW監視/課
金高度化

大規模
適用型ﾄﾗ
ﾋｯｸ制御

障害回避
災害対応
輻輳制御

高度品質制御

ﾄﾗﾋｯｸ種
別による優

先制御

ｽﾄﾘｰﾑ制御 自律分散制御

ｻｰﾋﾞｽ/ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ連携

NW管理・障害回復の高度化

ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ対応

NW機能の高度化・高性能化
による適用範囲の拡大

ｲﾝﾌﾗとしての安全・安心
ﾚﾍﾞﾙの向上

参考

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾚﾍﾞﾙ冗長化
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利活用性の向上による適用
領域の拡大

高利活用化

固定電話、専用線

サービス別
の専用網

（初期の）IP網

自律的経路選択
各種転送ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
による到達性保障

IP（VoIP/IPTV）

ｻｰﾋﾞｽ/ﾎﾟﾘｼ対
応に品質制御
IP上でのﾒﾃﾞｨｱ
にあわせた制御
異種網間接続

（GW）

ﾏﾙﾁｻｰﾋﾞｽ網

NW仮想化
NW資源の
自律制御

多種多様な
情報対応

ｱﾌﾟﾘ対応ｶ
ｽﾀﾏｲｽﾞ

品質特性の動
的最適化

ﾎﾟﾘｼに合わせ
たNW再構成
異種NW間の
機能補完

ﾚｶﾞｼｰﾈｯﾄﾜｰｸ ﾈｯﾄﾜｰｸのIP化とIPﾚｲﾔの高度化
新世代ﾈｯﾄﾜｰｸ技術による高度化

ｵｰﾊﾞﾚｲﾈｯﾄﾜｰｸで高度化

高度化レベル

基本
機能

高度化

ネットワークの高度化イメージ（2/2）
参考

ﾏﾙﾁｻｰﾋﾞｽ網
（高度化）

The Internetから新世代ネットワークへ

ｻｰﾋﾞｽ/ｱﾌﾟﾘ拡大

高度化

ｻｰﾋﾞｽ/ｱﾌﾟﾘの高度化と
多様化

固定電話、専用線

E-mail、Web

P2P、VPN
VoIP、IP-TV

Web2.0
高度SNS

ｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｾﾝｻ

社会活動のﾊﾞｰﾁｬﾙ化

IPによる
新サービス 接続形態

多様化 ﾒﾃﾞｨｱの
拡大

新たなｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ形態

人以外のｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽのイノ
ベーション

ｻｰﾋﾞｽのﾊﾟｰ
ｿﾅﾗｲｽﾞ

SNS

WebX.0

IP（P2P、VPN）

ﾄﾗﾌｨｯｸに合わせ
た優先制御



新世代ネットワーク実現の技術的特性
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新世代ネットワークでの訴求領域

ﾈｯﾄﾜｰｸ

NWとｻｰﾋﾞｽ･ｱﾌﾟﾘとの橋渡し

NWとｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞとの橋渡し

ｻｰﾋﾞｽ･ｱﾌﾟﾘ拡大

高機能･高性能化

高信頼化

高利活用化

◆新世代ネットワークに向けた4つの方向性による高度化が必要
・高信頼化、高機能・高性能化はネットワーク自身の構築
・高利活用化、サービス・アプリ拡大はネットワークとユーザ/アプリへの橋渡し

とバーチャルとリアルとの橋渡し
◆4つの方向性から技術要素として、7つの技術的特性を提案

◆新世代ネットワークに向けた4つの方向性による高度化が必要
・高信頼化、高機能・高性能化はネットワーク自身の構築
・高利活用化、サービス・アプリ拡大はネットワークとユーザ/アプリへの橋渡し

とバーチャルとリアルとの橋渡し
◆4つの方向性から技術要素として、7つの技術的特性を提案

ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ
安心・安全、ｾｷｭﾘﾃｨｰ

ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ

多種多様な通信に動的対応

ｵｰﾊﾞﾚｲ

NW仮想化によるﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

Self-＊（ｱｽﾀｰ）

自律化、自動化、学習

ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ

高速から低速、多数、多量

UAP

多様なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ基盤

ﾈｯﾄﾜｰｸ進化の
４つの方向性

UAP：ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

技術的特性

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ

ｶｽﾀﾏｲｽﾞ、ﾊﾟｰｿﾅﾗｲｽﾞ
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7つの技術的特性の位置づけ

ｱﾌﾟﾘｹｰ
ｼｮﾝ

ｲﾝﾌﾗ

UAP
（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

ﾈｯﾄﾜｰｸ

実ﾈｯﾄﾜｰｸ（ﾘｱﾙﾈｯﾄﾜｰｸ）
の構築技術

ﾈｯﾄﾜｰｸの仮想化とﾕｰｻﾞ/ｱﾌﾟﾘ、

ﾘｱﾙとﾊﾞｰﾁｬﾙの橋渡し技術

◆ﾈｯﾄﾜｰｸの階層に対して、7つの技術的特性（技術ｷｰﾜｰﾄﾞ）の位置づけを
以下に示す
→ﾈｯﾄﾜｰｸ構築の視点での検討は従来より行われてきたが、今後は

NWの仮想化（ﾊﾞｰﾁｬﾙ化）と各種の橋渡し技術の重要性が増加

◆ﾈｯﾄﾜｰｸの階層に対して、7つの技術的特性（技術ｷｰﾜｰﾄﾞ）の位置づけを
以下に示す
→ﾈｯﾄﾜｰｸ構築の視点での検討は従来より行われてきたが、今後は

NWの仮想化（ﾊﾞｰﾁｬﾙ化）と各種の橋渡し技術の重要性が増加

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ Self-＊

ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ､ｻｰﾋﾞｽ
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ディペンダブルネットワーク

• 永続性・安定性・予測性の予防機能、セキュリティ・追跡性・修復性の対処
（治癒）機能を有し、ユーザ、プロバイダが安心して利用できる安心･安全な
ネットワーク

ネットワークA

ネットワークC

ネットワークB

アプリケーションへの波及前に
障害や品質劣化を瞬時に解消

ディペンダビリティ６要素ディペンダビリティ６要素

安定性

セキュリティ

修復性
追跡性

予測性永続性

異なるネットワークを連携させることにより
広域・多重障害にも対応した障害回復

予防技術

対処技術

不正トラヒックや悪意のあるアクセスを
検出し、ネットワークインフラを保護

アプリケーションやサービス品質状態
から障害や品質劣化箇所を特定

不正トラヒック流入や高負荷
を予測し、問題を未然に回避

複数のネットワークを相互連携させ
サービスレベルでノンストップを実現
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• 研究が進む超高速大容量化、膨大な端末数への対応等、スタティックなス
ケラービリティに加えて、刻々と変化するデータトラヒックに対応し、ダイナ
ミック（リアルタイム）に変化するスケーラビリティを実現するネットワーク

• スケーラブルネットワーク
– 大容量データ、微小データなど多様なデータ規模の通信に公平かつ最適な

QoS（帯域、絶対/相対遅延、時刻精度）特性を提供するネットワーク

• ダイナミックネットワーク
– トラヒックの急増にも輻輳による通信規制を行わず複数のネットワーク連携に

よりダイナミックに負荷分散し、通信を確保することが可能なネットワーク

スケーラブル／ダイナミックネットワーク

ネットワークA

ネットワークＢ

急増ﾄﾗﾋｯｸの他ﾈｯﾄ
ﾜｰｸへの経路振分

複数ネットワーク
連携経路制御

通常経路通常経路
振分経路

通常経路

通常経路

センサセンサ

VoD/LoD
サーバ

VoD/LoD
サーバ

ディジタル
シネマ

ディジタル
シネマ

SIPサーバSIPサーバ

IP電話IP電話

高精細シネマ
サーバ

高精細シネマ
サーバ

緊急通信緊急通信
情報家電・PC情報家電・PCセキュリティ

システム

セキュリティ
システム

IP電話IP電話大容量ﾊﾞﾙｸﾃﾞｰﾀ

微小非同期ﾃﾞｰﾀ ﾘｱﾙﾀｲﾑ同期ﾃﾞｰﾀ

大容量ｽﾄﾘｰﾑﾃﾞｰﾀ
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オーバーレイネットワーク

• サービスやアプリケーションが必要とするネットワーク特性を有する仮想的な
ネットワークをリアルネットワークの上に構築する機構を有するネットワーク

オーバーレイ機構

SaaS*指向化
バーチャル基盤

電話サービス指向化
バーチャル基盤

VoD/LoDサービス指向化
バーチャル基盤

リアルネットワークリアルネットワーク

サービスプロバイダサービスプロバイダ サービスクライアントサービスクライアント

*SaaS:Software as a Service
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オフィスユーザ ホームユーザ モバイルユーザ

Ｓｅｌｆ-*（アスター）ネットワーク

• 想定する概略シナリオの範囲内でユーザや環境の変化に伴う要求特性の
変化に対してシステム自らが自動的に最適化を行うネットワーク

ﾉﾝｽﾄｯﾌﾟｼｽﾃﾑの
自動構築と24x7自動運用

利用状態に合わせ
端末・ﾈｯﾄﾜｰｸを自動設定

移動状態に合わせ
最適な環境を自動構築

Ｓｅｌｆ-＊（アスター）機構Ｓｅｌｆ-＊（アスター）機構

自動プロビジョニング 資源自動最適化自己学習機能

リアルネットワークリアルネットワーク

オーバーレイ機構

新たな要求や要求の変化に即座に追従し、
資源の最適化、再割り当てや、設定を自動的に実行
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プログラマブルネットワーク

• まったく新たなサービスやアプリケーションのために仮想ネットワークをフルカ
スタマイズする機構。

超臨場感コミュニケーション セカンドライフサービス 情報ミュージアム

１万ユーザ
会議参加者 20人/会議
同時会議数 1000会議
遅延 300ms以内

仮想市民数 100万人
同時参加数 20万人
ローカルコミュニティ数 1万
コミュニティ会員 2万人/コミュニティ
流通情報 動画、音楽、通貨

同時ユーザ数 500万
蓄積情報 テキスト、写真、動画
情報量 4.7GB/件、最大10億件
閲覧性能 待ち時間最大10秒/件

超臨場感コミュニケーションバーチャル基盤

セカンドライフバーチャル基盤 情報ミュージアムバーチャル基盤

プログラマブル機構

リアルネットワークリアルネットワーク

オーバーレイ機構
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ユニバーサル・アプリケーション・プラットフォーム“Ｎｅｔ Ｘ.0“

SelfSelf--**システムシステム

プログラマブルプログラマブル

オーバーレイオーバーレイ

ダイナミック

スケーラブル

ディペンダブル

ユニバーサルユニバーサル
アプリケーションアプリケーション
プラットフォームプラットフォーム

ｺﾐｭﾆﾃｨｵｰｸｼｮﾝ ｿｻｴﾃｨ ﾄﾚｰﾄﾞ ｴｽﾃｰﾄ ﾏﾈｰｹﾞｰﾑ

教育 医療 決済 ｾｷｭﾘﾃｨ 福祉 認証

イノベータ プロデューサ プロバイダ

WebX.0WebX.0

• ネットワークの構造や制約を意識せずにネットワーク機能をアプリケーション
の中に組み込むためのアプリケーションライブラリ

• 応用例

– 運輸業でのグローバル・トランスポート・リソースコントロール

• 国内外の複数のネットワークをオーバーレイすることにより、路上/車上ＩＴＳ、ＧＰＳ、

ＲＦＩＤを連携させ、車、荷物、人、をトレースすることにより、すべてのリソースを自動
最適配備するアプリケーションを提供するライブラリ



新世代ネットワークに向けた当社の取組み
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××

ディペンダブルネットワーク実現に向けたNEC研究事例

VoIPパケットジッタ増大

音声が途切れる..

音声が遅れる.

快適

VoIPﾊﾟｹｯﾄ損失増大

ｻｰﾋﾞｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ
での品質ﾓﾆﾀｰ情報

• サービスやアプリケーションの品質ﾓﾆﾀｰ情報からネットワーク内部状態を
視覚化し、品質問題発生箇所を高精度に推定

ネットワークトモグラフィ技術ネットワークトモグラフィ技術

品質劣化箇所品質劣化箇所
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• 超高速でネットワークを流れるデータのアプリケーションセッションを識別し、
アプリケーションに適したトラヒック制御を行うシステム

• 超高速高精度QoS制御システム、セキュリティシステムに応用可能

スケーラブル/ダイナミックネットワーク実現に向けたNEC研究事例

アプリケーション
セッション識別

セッション識別制御エンジン

10GbE
インタフェース

セッション
モニタ・制御

識別結果識別結果

デ
ー
タ

デ
ー
タ

ト
ラ
ヒ
ッ
ク

ト
ラ
ヒ
ッ
ク

制
御
制
御

10Gbps10Gbpsセッションセッション
モニタ制御エンジンモニタ制御エンジン 超高速セッション超高速セッション

スキャンエンジンスキャンエンジン

10GbE

ATCA準拠



今後の取組み
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海外の研究動向

米国：GENIプロジェクト

・2006年-2010年（60億/年）
・ｱｰｷﾃｸﾁｬの根本からの見直し
・将来のｲﾝﾀｰﾈｯﾄの再構築を狙う
・ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾝ、ﾜｲﾔﾚｽからｾｷｭﾘﾃｨｰ
ｻｰﾋﾞｽｱﾌﾟﾘ基盤まで広範囲なﾌﾚｰ
ﾑﾜｰｸ

・研究加速のためのﾃｽﾄﾍﾞｯﾄﾞ構築

EU：FP7プロジェクト

・2007年-2013年（7年間：9B€＜1兆4千億＞）
・ﾌｭｰﾁｬｰﾈｯﾄﾜｰｸ（200M€＜310億＞）

・ｾｷｭｱ/ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ/高信頼ｲﾝﾌﾗ
（90M€）

・ｻｰﾋﾞｽとｿﾌﾄｳｪｱｱｰｷﾃｸﾁｬ（150M€）
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ（85M€）

・既に、広く公募を開始（2006/11月から）

FP7：7th Framework Programme

既に、新世代の研究開発に着手 広範囲なテーマと巨額な研究費

わが国も
・早急な研究開発への着手
・産官学一体の組織的な取組み

が必要

国内では、
ｲﾝﾌﾗ（ﾘｱﾙNW）の取組みはされて
いるが、ｱﾌﾟﾘ・ｻｰﾋﾞｽとの連携強化
のためのﾊﾞｰﾁｬﾙ化技術/ﾊﾞｰﾁｬ
ﾙ-ﾘｱﾙの橋渡し技術の確立が今
後の課題
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まとめ

日本

先行技術開発→7つの技術特性に着目
した研究開発の促進

環境整備→テストベッドによる検証網

情報発信→標準化推進とﾌｫｰﾗﾑ等の整備

人材育成→技術者、国際活動できる人材

新世代ネットワーク早期実現によるわが国のリード拡大のために

ご清聴ありがとうございました

キャリア

ベンダ 大学/国研

連携

連携

連携

政府

支援

の研究開発加速が必要

ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ

ｵｰﾊﾞﾚｲ Self-＊（ｱｽﾀｰ）

ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ

UAP

個人ユーザ 企業ユーザ

利便性
ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ

改善

競争力向上
ﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ

国際競争力向上
通信産業発展

・ネットワークの仮想化（ﾊﾞｰﾁｬﾙ化）を可能とする領域
・NW高利活用化、ｻｰﾋﾞｽ/ｱﾌﾟﾘの拡大をもたらす技術

特にﾊﾞｰﾁｬﾙ化と橋渡しの技術を重視




